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29
日
夜
、
赤
羽
ス

ポ
ー
ツ
の
森
公
園
・

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
都

道
86
号
線
建
設
を
考

え
る
」（
主
催
・
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
86

号
線
住
民
の
会
）
が

開
か
れ
、
東
京
都
と

北
区
が
進
め
る
特
定

整
備
路
線
補
助
86
号

線
計
画
に
つ
い
て
討

論
が
お
こ
な
わ
れ
ま

無謀な道路計画は中止に
都指定文化財、公園の環境、地域コミュニティを壊す86号線は必要か？

補助86号線を考えるシンポジウム
し
た
（
写
真
）。

早
大
都
市
・
地
域

研
究
所
招
聘
研
究

員
の
岡
田
昭
人
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
つ
と
め
、
4
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

道
路
計
画
に
つ
い
て

訴
え
。
会
場
か
ら
も

活
発
な
質
疑
が
続
き
、

こ
の
道
路
計
画
が
貴

重
な
文
化
財
や
自
然

高崎 忠道さん

静勝寺住職

静勝寺は戦国時代の武
将、太田道灌を弔うため
に建てられた由緒あるお
寺です。その住職として、
歴史ある稲付城跡を分断
してしまう86 号線計画
には反対します。

（裏面に参照記事）

野崎 千尋さん

公園利用者

子どもといっしょによく
スポーツの森公園、自然
観察公園を利用していま
す。バッタやコオロギも
捕まえられ、大人も凧揚
げを楽しんでいます。公
園の中に道路を通すなん
て、もってのほかです。

川田 　潤さん

志茂1丁目在住

志茂 86 号線でも、都
は最初の説明会からまっ
たく住民の声に耳を貸し
ませんでした。母は愛着
のある土地で生涯、美容
院を続けたいと望んでい
ます。強い意志をもって
反対運動を続けます。

渡邉 　章さん

アセス都民連事務局長

説明会で配られた都の
資料では 86 号線が「延
焼遮断帯になる」として
いますが、国交省の基準
に照らせば幅員 20mで
火を止められないことは
明らかです。この道路は
防災には役立ちません。

環
境
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
壊
す

も
の
で
あ
る

こ
と
が
浮
き

彫
り
と
な
り

ま
し
た
。

住
民
不
在

で
進
め
ら
れ
、

住
民
の
合
意

の
得
ら
れ
な

い
道
路
計
画

は
白
紙
撤
回

す
べ
き
で
す
。



30
日
、
日
本
青
年

館
で
開
か
れ
た
第
52

回
東
京
河
川
改
修
促

進
連
盟
の
総
会
・
促

進
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

集
中
豪
雨
に
よ
る

都
市
型
水
害
や
台
風

に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
た

め
に
、
河
川
整
備
が

急
が
れ
て
い
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

（
の
の
山
け
ん
）

補助86号線

水害に備え、河川整備を

第2回「北の学び舎」開催
26日、小中高生に学ぶ楽しさ、わかる喜びを

つかんでもらう無料ボランティア塾、第 2回「北
の学び舎」が赤羽北ふれあい館で開かれました。
苦手の数学、英語の宿題を持ち込んだ中学 2
年の生徒は、ボランティア講師に2時間、みっ
ちりと勉強を教わっていました。（のの山けん）

【左】稲付城の想像図。
【右上】江戸時代（1684 年）
に描かれた静勝寺古図。
【右下】補助 86号線の計画図。
赤い斜線は稲付城跡、赤は静勝
寺境内を示す。道路が城跡を分
断することがはっきりとわかる。

赤
羽
西
1
丁
目
の

高
台
に
建
つ
静
勝
寺

は
、
江
戸
時
代
に
太

田
道
灌
（
１
４
３
２

～
８
６
）
の
菩
提
を

弔
う
た
め
に
、
そ
の

子
孫
で
あ
る
太
田
資

宗
（
１
６
０
０
～

８
０
）
が
建
立
し
た

お
寺
で
す
。
こ
こ
は
、

道
灌
が
築
い
た
と
い

わ
れ
る
稲
付
城
が

あ
っ
た
場
所
で
、
現

在
も
東
京
都
の
指
定

有
形
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。

赤
西
86
号
線
は
、

こ
の
貴
重
な
史
跡
を

分
断
し
、
ま
わ
り
の

自
然
を
壊
し
て
し
ま

う
無
謀
な
計
画
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

学ぶ楽しさがわかる無料ボランティア塾

第52回東京河川改修促進連盟総会・促進大会

太田道灌ゆかりの
稲付城跡を分断する


